
カナダにおける Arepanrix 接種後のアナフィラキシーについて 

 

1. 背景 

 カナダ公衆衛生局（Public health agency of Canada; PHAC）による市販後の有害事象報告の

予備的な分析において、Arepanrix のロット番号 A80CA007A では他のロットと比較し高い

有害事象の発現頻度が示されました。ロット番号 A80CA007A においては、接種後のアナフ

ィラキシーの報告率が通常予想される報告率を上回っており、また、原因については調査

中ですが、1 例に死亡例（10 ヵ月齢小児）がみとめらました。 

 カナダ公衆衛生局（PHAC）による分析内容およびその結果に基づくカナダ当局および

GSK における対応を以下に示します。 

 なお、ロット番号 A80CA007A については、172,000 接種分がブリティッシュコロンビア

州、アルバータ州、サスカチュワン州およびマニトバ州、さらにカナダ連邦警察およびカ

ナダ国防省に流通しています。 

 

2. Arepanrix接種後のアナフィラキシーに関するカナダ公衆衛生局（PHAC）

の分析内容 

2.1. 概要 

 検討対象期間 

カナダにおける Arepanrix の接種開始以降 2009 年 11 月 13 日までの期間 

 Arepanrix の流通数 

全ロット合計： 7,445,500 接種分 

ロット番号 A80CA007A： 172,000 接種分 

 PHACにおいて特定されたアナフィラキシー症例： 

全ロット合計： 55 例（Brighton Collaboration case definitioni Level 1-5） 

    22 例（Brighton Collaboration case definition Level 1,2,3） 

ロット番号A80CA007A： 11 例（Brighton Collaboration case definition Level 1-5） 

      6 例（Brighton Collaboration case definition Level 1,2,3） 
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2.2. 箱（shoebox）のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

 箱（shoebox）のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率を表 1 に示します。 

 表 1 に示したとおり、全ロット合計のアナフィラキシーの報告率は、Brighton Collaboration 

case definition Level 1-5 で 0.74 例／100,000 回接種、Brighton Collaboration case definition Level 

1,2,3 で 0.30 例／100,000 回接種でした。 

 一方、ロット番号 A80CA007A におけるアナフィラキシーの報告率は、Brighton 

Collaboration case definition Level 1-5 で 6.40 例／100,000 回接種、Brighton Collaboration case 

definition Level 1,2,3 で 3.49 例／100,000 回接種であり、ロット全体と比較しアナフィラキシ

ーの報告率が高いという結果でした。 

 

表 1： 箱（shoebox）のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

 Anaphylaxis reporting rate/100,000 

doses 

No. Reports by level 
  

  

SHOEBOX 

Doses 

distributed 

  Level 

1,2 

Level 

1,2,3 

Level 

1-4 

 Level 

1-5 

1 2 3 4 5 

All Lots 7,445,500  0.21(16) 0.30(22)  0.63(47) 0.74(55) 1 15 6 25 8 

No lot  NA        1* 4**  

A80CA002A 485,500 ON    0.20     1 

A80CA003A 494,000 AB,ON,NB,NS,PEI   0.20 0.61     1 2 

A80CA005A 711,000 All but NB,NS,PEI 0.14 0.42 1.68 2.11  1 2 9 3 

A80CA007A 172,000 BC,AB,SK,MB,ON,PEI 2.32 3.49 5.24 6.40 1 3 2 3 2 

A80CA009A 653,500 BC,QC 1.07 1.07 1.38 1.38  7  2  

A80CA010A 194,000 ON,NB,NS,NL  0.52 1.03 1.03   1 1  

A80CA011A 403,000 QC 0.25 0.25 0.25 0.25  1    

A80CA013A 768,000 BC,AB,ON,QC,NB,NS,NL,PEI   0.26 0.26    2  

A80CA014A 441,000 BC,SK,MB,NS 0.23 0.23 0.45 0.45  1   1  

A80CA016A 623,000 SK,ON,QC, ‘PCIRN’ 0.32 0.32 0.32 0.32  2     

80CA017A 209,500 QC 0.95 0.95 0.95 0.95  2    

A80CA006A* 196,000 113000 doses to QC; 83425 administered; ON   

A80CA008A 67,500 AB   

A80CA012A 742,000 ON   

A80CA018A 75,500 BC, NB   

A80CA019A 182,500 AB, MB, ON,QC,NS,NL,PEI   

A80CA001A 15,500 AB,MB,ON, 

0 reports 

susp. anap

  

shoebox lots 20a,21b,22a,24a,26a,29a,30a31a,35a,40a,41a–distributed Wk 5/6; no reports received yet    

 

 

2.3. アジュバントのロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

 アジュバントのロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率を表 2 に示します。 
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 箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A に分配されたアジュバントでは他のロットと比

較しアナフィラキシーの報告率が高いですが、箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A を

除くとアナフィラキシーの報告率は低下しました。 
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表 2： アジュバントのロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

Anaphylaxis reporting rate/100,000 doses No. Reports by level 

Adjuvant 

Correspondin

g 

shoebox  

Doses 

distrib Level 

1,2 

Level 1,2,3 Suspected anaphylaxis (levels 1-5) 1 2 3 4 5 

AA03A242AA 1A,2A,3A 995000 0 0 0.40 0 0 0 1 3 

AA3BA043AA 12A, 14A, 21B 1183000 0.08 0.08 0.17 0 1 0 1 0 

5A, 6A, 7A, 8A 1146500 0.44 0.78 2.27 1 4 4 12 5 

AA3BA027AA* 5A,6A,8A 

(remove 7A) 

974500 0.10 0.31 1.54 0 1 2 9 3 

9A,10A 847500 0.82 0.94 1.30 0 7 1 3 0 
AA03A202AA** 

10A(remove 9A) 194000 0 0.52 1.03   1 1  

AA3A042AA 11A 403000 0.25 0.25 0.25 0 1 0 0 0 

AA3BA042AA 13A 768000 0 0 0.26 0 0 0 2 0 

AA3BA044AA 17A, 19A, 31A,  392000 0.51 0.51 0.51 0 2 0 0 0 

AA3BA046BA 16A, 18A 698500 0.29 0.29 0.29 0 2 0 0 0 

AA03A061AA 

24A,26A,30A, 

40A   

648000 0 0 0 0 0 0 0 0 

* Adjuvant for shoebox lots 5A, 6A, 7A, 8A   **Adjuvant for shoebox lots 9A and 10A  

 

2.4. 抗原のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

 抗原のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率を表 3 に示します。 

 箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A に分配された抗原では他のロットと比較しアナ

フィラキシーの報告率が高い結果でした。なお、表 1 に記載されたとおり、箱（shoebox）

のロット番号 A80CA029A からは検討時点においてアナフィラキシーが報告されていない

ことより、本抗原ロットでアナフィラキシーの報告率が高かったのは、箱（shoebox）のロ

ット番号 A80CA007A に起因するものと考えられます。 

 

表 3： 抗原のロット番号ごとのアナフィラキシーの報告率 

Anaphylaxis reporting rate/100,000 doses No. Reports by level 

Antigen 

Corresponding 

shoebox 

Doses 

distributed Level 1,2 Level 1,2,3 Suspected anaphylaxis (levels 1-5) 1 2 3 4 5

304 1A, 14A 456500 0.22 0.22 0.44 0 1 0 1 0

307 2A,3A 979500     0.41 0 0 0 1 3

312 5A,6A 907000 0.11 0.33 1.65 0 1 2 9 3

313 7A,29A 172000 2.32  3.49 6.40 1 3 2 3 2

319 8A,9A 721000 0.97 0.97 1.25 0 7 0 2 0

323 10A,11A,30A 597000 0.17 0.28 0.42 0 1 1 1 0

324 12A,19A 924500 0 0  0 0 0 0 0 0

325 13A,18A,31A 843500 0  0 0.24 0 0 0 2 0

328 16A,17A 643950 0.62 0.62 0.62 0 4 0 0 0

Dist lots excluded from total because shipped later in campaign, no reports yet received 
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2.5. 一価抗原バルクごとのアナフィラキシーの報告率 

 一価抗原バルクごとのアナフィラキシーの報告率を表 4 に示します。 

 箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A に分配された抗原バルクでは他のロットと比較

しアナフィラキシーの報告率が高いですが、箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A を除

くとアナフィラキシーの報告率は低下しました。 

 

表 4： 一価抗原バルクごとのアナフィラキシーの報告率 

Reporting rate/ 

100,000 doses dist

No. Reports by level Monovalent 

Bulk Lot 

Shoebox Total 

doses 

distributed 1,2 1,2,3 All 

1-5

1 2 3 4 5 

1B9362CL 2A,3A 485550 0 0 0.82    1 3 

1B9363CL 1A,2A,3A,14A 942000 0.1 0.1 0.64  1  2 3 

1B9364CL 2A,3A 485500 0 0 082    1 3 

1B9368CL 13A, 18A, 31A 843500 0 0 0      

1A(13%),2A(15%),3A(15%) 

7A(4%),14A(1%), 29A(4%) 

501000 1.0 1.40 3.39 1 4 2 5 5 

1B9369CL 

1.821A,2A,3A,14A (remove 7A) 329000 0.30 0.30 0 1 0 2 3 

1B9370CL 5A, 6A 907000 0.11 0.33 1.65  1 2 9 3 

1079000 0.46 0.83 2.41 1 4 4 12 5 5A(70%), 

6A(70%),7A(96%),29A(96%)1B9371CL 

1.655A, 6A (remove 7A) 907000 0.11 0.33 0 1 2 9 3 

1B9372CL 10A,11A, 30A,  597000 0.17 0.34 0.50  1 1 1  

1B9377CL 8A,9A 721000 0.97 0.97 1.25 0 7 0 2 0 

1B9380CL 10A,11A,12A,19A, 30A, 

35A,  

1521500 0.06 0.13 0.20  1 1 1  

1B9390CL 16A, 17A 832500 0.48 0.48 0.48  4    

1B9391CL 16A, 17A 832500 0.48 0.48 0.48  4    

Dist lots excluded from total because shipped later in campaign, no reports yet received 

 

2.6. アナフィラキシーの報告率 

 ロット全体におけるアナフィラキシーの報告率は、 

0.74 例／100,000 回接種（Brighton Collaboration case definition Level 1-5）、 

0.30 例／100,000 回接種（Brighton Collaboration case definition Level 1,2,3）でした。 

 ロット番号 A80CA007A におけるアナフィラキシーの報告率は、 

6.40 例／100,000 回接種（Brighton Collaboration case definition Level 1-5）、 

3.49 例／100,000 回接種（Brighton Collaboration case definition Level 1,2,3）であり、 

ロット全体の報告率と比較し高い結果でした。 
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3. Arepanrix接種後に報告されたアナフィラキシー症例について 

 2009 年 11 月 27 日時点で GSK においてロット番号 A80CA007A の症例を 7 例入手してお

り、これら症例の一覧および CIOMS フォームを別添いたします。このうち事象名としてア

ナフィラキシーが報告された症例は 4 例であり、いずれもカナダ当局に直接報告された症

例でした。今回 PHAC で検討された当該ロットのアナフィラキシー症例はいずれもカナダ

当局に直接報告された症例であり、残りの症例についても追加の症例情報を入手した際に

はすみやかに報告いたします。 

 

4. ワクチン接種後に通常予想されるアナフィラキシーの報告率について 

 過去に実施した大規模な予防接種プログラムの経験より、ある程度の例数のアナフィラ

キシーを含む有害事象が報告されることが予想されます。Brighton Collaboration case 

definition によると、MMR やインフルエンザワクチン等の接種後のアナフィラキシーを検討

した結果に基づき、ワクチン接種後のアナフィラキシーの報告率は一般的に 0.1～1 例／

100,000 回接種と報告されています。 

 

5. カナダ当局およびGSKにおける対応 

 カナダ公衆衛生局（PHAC）による予備的な分析において、ロット番号 A80CA007A 接種

後のアナフィラキシーの報告率が、予想を上回ったことについて、GSK はカナダ当局（Health 

Canada および PHAC）と協力して調査中です。 

 Arepanrix の流通数は、他のロット番号では大部分が 500,000 人分以上であるのに対し、

ロット番号 A80CA007A では 172,000 人分のみであったため、アナフィラキシーが偶発的に

ロットの流通初期に数例発現した場合、アナフィラキシーの報告率が高くみえる可能性も

考えられます。 

 しかしながら、カナダ当局（Health Canada）と相談した結果、GSK は自主的にロット番

号 A80CA007A の使用中止を決定し、カナダ当局（Health Canada および PHAC）および GSK

による調査が完了するまでは、当該ロット（ロット番号 A80CA007A）を使用せず保管して

おくよう、2009 年 11 月 18 日にカナダ各地の保険当局に対して通知を行いました。 
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6. まとめ 

 ロット番号 A80CA007A におけるアナフィラキシーの報告率は、6.40 例／100,000 回接種

（Brighton Collaboration case definition Level 1-5）、3.49 例／100,000 回接種（Brighton 

Collaboration case definition Level 1,2,3）であり、ロット全体の報告率と比較し高い結果でし

た。 

 ロット番号 A80CA007A においてアナフィラキシーの報告率が予想を上回った原因につ

いて GSK はカナダ当局（Health Canada および PHAC）と協力して調査中ですが、11 月 13

日時点において、Arepanrix のロット全体におけるアナフィラキシーの報告率は 1 例／

100,000 回接種 未満であり、この報告率は他のワクチンにおいて通常みられるアナフィラ

キシーの報告率を上回るものではありませんでした。したがって、ロット番号 A80CA007A

以外については現時点でアナフィラキシーに関して一般的なワクチン接種を上回るリスク

は認められていないと考えます。 

 なお、カナダ当局（Canadian Regulatory および PHAC）においても、現時点までにみられ

たアナフィラキシーのリスクと比較しワクチン接種によるベネフィットは依然として高い

と考えられることから、Arepanrix の接種を継続することを決定しております。 

 

 

 
i Vaccine. 2007 Aug 1;25(31):5675-84.. 



2009/12/16 

カナダにおける Arepanrix 接種後のアナフィラキシーについて（追加情報） 

 

 カナダにおける Arepanrix 接種後のアナフィラキシーに関するカナダ公衆衛生局（PHAC）

の分析内容、および GSK において入手しているロット番号 A80CA007A の症例一覧（アナ

フィラキシー以外の症例も含む）につきましては、11月 27日付で報告させて頂きましたが、

12 月 16 日時点の追加情報につき報告いたします。 

 

 2009 年 12 月 16 日時点で入手している箱（shoebox）のロット番号 A80CA007A の症例

の一覧（別添 1）。 

 ロット番号 A80CA007A の症例とは確定できませんが、抗原のロット番号のみが

AFLPA313AA と判明しており、ロット番号 A80CA007A に該当する可能性のある症例

の一覧（別添 2）。 

 今回提出させていただく別添 1 および 2 は、11 月 27 日付で提出させていただいたリス

トと同様、ロット番号 A80CA007A に関連して入手したすべての症例の一覧であり、ア

ナフィラキシー以外の症例も含んでおります。 

 別添 1（ロット番号 A80CA007A）の症例のうち、事象名としてアナフィラキシーが報

告された症例は 8 例であり、別添 2（抗原ロット番号 AFLPA313AA）の症例のうち、

事象名としてアナフィラキシーが報告された症例はありませんでした。 

 PHACで分析されたロット番号A80CA007Aからのアナフィラキシーの症例は、Brighton 

Collaboration case definition Level 1-3 で 6 例と把握しておりますが、GSK Biological 社に

おいても PHAC における分析内容の詳細を PHAC より提供されておらず、今回別添 1

に示したロット番号 A80CA007A の症例のうちどの症例が PHAC で分析された症例か

特定することは困難な状況です。 
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〈震湿りロット番号A船OA∞17Aにおける重鎮(草加9年� 12月� 18日時点〉

接種目から� 
No. GSK管理事腰高警� M子災対昏. し。>t No. 俊秀IJ 年齢 邸反応� s .l底性 郎作用発現臼 転帰 発現までの 織機臼 情報源詳細

待問� 

1 IK2oo917162 A0817931A A80CA007A.A芋LPA313AA.AA3BA027AA ヨE 22員長 アナフィラキシー ..底〈書院.) 2∞9/10/29 不明� 22分� 2009110/29 規制当局

民常生活動作減著書翁 要事..� 2009/10/2事 不明

頒呼吸 語辞..� 2009/10/2事 不明

悪心 語辞.篇� 2009/10/29 不明

意識消失 重篤{準霊}� 2009/10/29 不明

畷下医雛 非重篤� 2009/10/29 不明

呼吸困般 非.篤� 2009/10/29 不明

絢鵠絞挺感 非.篤� 2009/10/29 不明

稲蟻絞節感 非軍篤� 2009/10/29 不明

顔面蒼白 ~~重篤 2009110129 不明

下核筋力低下 非..�  2009/1012脅 不明

犠のつ*り感� ~F重. 2009/1012脅 不明� 

2 IK2oo917164 A0817935A A80CA007A，AA3BA027 AA.AFし� PA313AA 第 審議 アナフィラ~シ… 重量鹿{準霊〉� 2009/10/27 不明� 2分� 2009110127 規制当局

全身投書事務疹 要事重量E 2009/10/27 不畷

全身紅滋 委主重篤� 200語110/27 不号尾

血管浮媛 ..<準重〉 2009/10127 不明

血管滞緩 重篤{準重〉� 2009/10127 不明

鱗脈 非重篇� 2∞9/10/27 不明

咽喉絞鈍感 非重鎮� 2009110/27 不明

上気道性哨鴫 重篤(準重)� 2009/10/27 不明� 

fi:t設咳験 非軍篤� 2009/10/27 不明

頒呼吸 非重篤� 2009/10/27 不明

端鳴 非重篤� 2009/10/27 不明

チアノーゼ 重篤{準.)� 2009/10127 不明

呼吸沼襲撃 非重篤� 2009/10127 不明

護第 葬..� 200事110127 不雪月� 

3 IK200917165 A0817936A A80CA007A.AFLPA313AA.AA3BA027 AA 女� 34鎗 アナツイぞう年シー 重篤{準家)� 2009/10/26 回復� 5分� 2009/10/26 規制当局

畷喉絞係書感 券重量E 200語110/26 密復

場蟻絞割底感 非重量E 2∞9/10126 密復

呼吸倒雌 非重篤� 2009110126 回復

百17ナピフリピィラリキEシー
非重篤� 2009/10/26 回復� 

4 IK200917255 A0817932A A80CA007A.AA3BA027 AA.AFLPA313AA 女� 44繊 重篤(準重)� 2009/101 未回復� S分� 2009/101 規事j当局

会身紅斑 非重篤� 2009/101 未回復

血管浮腫 重篇(準震)� 2009/101 未回復

暢喉絞扱E感 非重篤� 2009/101 未回復

チアノーゼ 重篤{準.)� 2009/101 未回復

懇心 非..�  2009/101 米回復

犠をt 券..�  200事1101 来回復� 

10:抱月前 ルドHチレ喰厩ツア徹圏チノ不ンー明グゼの死亡

委主..� 20091101 米回復� 

5 IK200916793 A0817955A A80CA007A.AFLPA313AA.AA3BA027 AA 委主.篤� 200事111/13 死亡� 3鱒鱒� 2009/11/13 規制送局

..(死亡/滋到底) 2009/11113 死亡.l臨(死亡/機灘)� 2009/11113 死亡



後謹白から� 
No. GSK"穣番号� MFR No. Lot No. 性別 年齢 部反応名 重篇性 副作用発表白 転帰 発表までの 機議お 情報源鉾細

時間� 
6 IK200嘗171容器� A0817938A A80CA007A 女� i血管浮腫 到底篤{準重) 米包復 不明 規制当局

血管浮腫 震篤{準箆) 朱毘復

l1D."浮腰 重篤{繕a) ヨ長毘復

容積脈波低下 非.篤 来毘復

ロ周留のしびれ感 非重篤 来回復

ロ向ピリピリ感 券重篤 米回復

繕嬢そう事事 券重篤 米回復� 

7 IK2∞917257 A0817937A A80CA紛� 7A，AA3BA027AA，AFLPA313AA 34繊 費量争奪 .篤{入競} 2009/11/2 不明 不明� 2009/11/2 規制当局

~~事 .篤{入院) 2009/11/2 不明

愈織消失 業篤(入院)� 2009/11/2 不明

上気通帳織鳴 重篤{入院〉� 2009/11/2 不明

浮動性t>添い 非重篤� 2∞9/れ/2 不明

蒼白 非重篤� 2∞9/11/2 不明

援載 非重量E 2009/11/2 不明

ロ内ピリピリ感 ~~重篤 2009/11/2 本務

線部絞挺感 手尊重篤� 2∞9/11/2 本号線

暗躍肢� S尊厳篤� 2009/11/2 本竜湾

呼吸限緩� 3尊厳篤� 2009/11/2 不務

胸痛 非..� 2009/11/2 不明

曙磯舵嫌 非重篤� 2∞9/11/2 不明

畷頭不快感 非霊篤� 2∞9/11/2 不明

レッチング 非重量E 2009/11/2 ト::8 IK2oo917163 A0817934A A80CA007A，AA3BA027AA，AFLPA313AA 女 …議 アナフィラキシー 重篤{入院)� 2∞9/11/4 5分� 2009/11/4 |規制滋局

浮動性めまい 訴事重篤� 2009/11/4 IaJt集
灘動性低下 券.篤� 2009/11/4 密後

飢蘭雌般� 3ド鰻篤� 2009/11/4 IaJt使

~汗 ~~l監篤 2009/11/4 回復

書在感 非重篤� 2009/11/4 回復

浮動性めまい感 非重量E 2009/11/4 回復

ピワピリ感 非重篤� 2009/11/4 包復

異織惑 非重篤� 2009/11/4 回復

循環虚脱� 3隊第(入院)� 2∞9/11/4 IaJt旋

呼吸困鍵� 3尊厳篤� 2009/11/4 回復

冷感 非鎌篤� 2009/11/4 回復

戦線 非..�  2009/1 1/4 回復

呼吸停沈 .篤(入続〉 2009/11/4 回復

事栓 非重到底� 2009/11/4 回復

施療 手事重篤� 2∞9/11/4 回復� 

9 IK200917801 A0827074A A80CA007A 女 成人 失神 重篤(準重)� 2009/11/ 不号湾� 1ヵ月以内� 2009/11/10 態鯨� 

10 間紛れ8079 A0827075A A80CA007A 女 成人 アナフイフキシー 重篤{準重)� 2∞9/11/12 本務� 10分� 2009/11/12 

11 K2oo917161 A0817事30A AFLPA313AA，A80CA007 A，AA3BA027 AA 女� 23織 アナフィラキシー .篤(増i重)� 2009/11/2 不明� 5分 「……2009/11/2

感心� Sド.篤� 2009/11/2 不明

調瞬紅� Sド3陸篤� 2∞9/11/2 不明

噌蟻絞義感 話ド3臨調車� 2009/11/2 不明

施毒事絞鈍感 要事業篤� 200語/11/2 不明

発疹 券.篤� 2009/11/3 不明� 
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No. GSK管灘署降毎� MFR No. Lot No. 性別 年続� IJJ反応名 重篤性 郎作� F務費憲議日 転帰
接発種現� 3白tから

での 線機お 情報源群総

町五
時間� 

K200幸17256 A0817933A AFLPA313AA.A80CA007A.AA3BA027 AA 女� 55歳 アナツイラキシー 信篤(織.)� 2009/10/24 回復� 10分� 200幸110/24 規制送局

厳粛のしびれ感 非重篤� 2009/10/24 密復

舌のしびれ感 非重篤� 2009/10/24 思復

顔面浮腫 非重篤� 2009110124 回復

舌浮彊 非宣篤� 2009/10/24 回復

金属稼 非重篤� 2∞9/10/24 回復

.績低下 .篤{滋.) 2009/10/24 劉� t腹
低血� II ~~.篤 200事110124 回復

鴫峨絞挺感 非難篤� 2009/10/24 回復� 

131 K200917924 A0825658A A80CA∞7A 5号� 51怠 機..糟調態 .篤(陣容) 2009/10/28 米包復

ると晶竃)と四画舗〉直時吾に後間よ正る亙� 

2009/10/27 ;隊愛者、産額

呼吸慰襲撃 非盤篤� 2009110128 米包復

咳欧 非重篤� 2009/10/28 米問後

発事喜 非重篤� 2009110128 絞快

鹿糠増加 非重篤� 2009/10/28 米回復

不Z薦感 議事.篤� 200幸110128 ヨ旅回復� 

Jニ気通感綾 議事到底篤� 200事110/28 来回復� 

141K200917詰25 A0825659A A80CA∞7A 男 6I畿 機息地懇 ヨ能訓臨{封勝康)� 2∞9/10/28 窃復 直後� 2009/10/28 消費者、医綴

発� M 葬..� 2009/10/29 密復

不明確な鱒努 非重篤� 200911 回復� 
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Lot No. ..鹿後
到底.(準重}

若草..臨 

200事11113 

200事11113

織機段 

2009/11/3 

〈事帯〉アジュパントの口ット婚帯のみが:M3BA027AAI:.判明しており、繍{伽曲。x)の口ツト骨骨がA80CAI仰 7AIこ融当する可情性のある寵倒 (2∞9年12月18自時点) 
E車道なし
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